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<教授用資料>
観点別特色
教科書名：Revised POLESTAR English CommunicationⅢ（104 数研 コⅢ337）
Ⅰ 内容
基本方針として，「英文を読んでその内容を自分の言葉で説明し，最終的に自分の意見を発信できるようにすることを目指す教科書にする」ことを目標にしている。それを達成するために，以下の点に留意している。
(1) 題材については，読んだ後で生徒自身が考え，自分に何ができるかを表現し，グローバルに活躍するための発信力及び豊かな人間性，創造力の養成を目指して選んでいる。
(2) 説明や物語などを読んで要点を理解するだけではなく，それを読んで自分はどう思ったのかを表現させる機会を設けるため，課末には内容の確認問題だけでなく，ディスカッションやディベート,そしてプレゼンテーションを行える活動も掲載している。
(3) 授業中にコミュニケーション活動や英語による発話の機会が十分取れるように，各レッスンにSay It in Your Own Words（英語で本文の内容を説明する設問）を掲載している。その他の頁（Reading, Show Your Performance）でも，自分の言葉で説明したり，自分の考えを表現したりできる設問を掲載している。
(4) 英語による授業を円滑に進められるように，問題指示文等は英語を使用している。
上述した内容・構成によって，学習者が多様な知識と教養を身につけ，主体的に社会の形成に参画し，自他国の伝統・文化を尊重しつつ国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができる教科書となるように留意している。
Ⅱ 全体の構成
１．前見返し：
・Topics Gallery：教科書で扱う題材の主なテーマに関連する写真を掲載している。
２．本文：
・Lesson 1～16：
*各Lessonの本文は2pで構成されており，それぞれにSay It in Your Own Wordsが設けられていて，本文の内容を自分の言葉で説明する活動を行うことができる。
*Lessonへの導入となるWarm-upでは写真を見て，その内容を説明する活動を設けた。また，Focus on Wordsでは，本文に出てくる重要語を英語の定義で確認することができる。
*課末ではReadingで本文に出てくる語句や内容の確認を行う。Listeningで本文に関連する会話を聞いて内容を確認する。Speaking / Writingで英語の質問に英語で答えたり，本文の内容をまとめたりする活動を行う。Discussion / Debateで与えられたテーマについて，賛成・反対を述べたり，グループで意見を出し合ったりする活動を行う。Research and Presentationで本やインターネットで調べた内容をまとめてプレゼンテーションを行う。
・Reading：様々な形式の文章に触れられるように，最後に「物語」を1題掲載している。
・Show Your Performance 1，2：スピーキング・ライティングの評価を行うための活動を掲載している。
・Vocabulary Plus：接頭辞や接尾辞の意味や単語の例を取り上げている。
・ディベートをしてみよう／ディスカッションをしてみよう：ディベートやディスカッションの進め方を解説している。
・Essential Reading Skills：英文を読むためのスキルを解説している。
・Sound Square：間違えやすい発音やアクセントについて解説している。
３．後見返し：
・English Punctuation：英語の主な句読法をまとめている。
Ⅲ 表記・表現及び使用上の便宜
・脚注：固有名詞を発音記号とともに示してある。
・巻末：本文の新出語をNew Words and Phrasesとしてまとめている。
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